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〔
告

示
〕

〇
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
信
用
金
庫
連
合
会
が
そ
の

経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準

と
し
て
定
め
る
流
動
性
に
係
る
健
全
性
を

判
断
す
る
た
め
の
基
準
（
金
融
庁
五
九
）

J

〇
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ

き
、
銀
行
が
そ
の
経
営
の
健
全
性
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
定
め
る
流
動
性

に
係
る
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準

（
同
六
〇
）

J
N

〇
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
七
条
の
十
七
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
最
終
指
定
親
会

社
が
当
該
最
終
指
定
親
会
社
及
び
そ
の
子

法
人
等
の
経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た

め
の
基
準
と
し
て
定
め
る
最
終
指
定
親
会

社
及
び
そ
の
子
法
人
等
の
経
営
の
健
全
性

の
う
ち
流
動
性
に
係
る
健
全
性
の
状
況
を

表
示
す
る
基
準
（
同
六
一
）

K
R

〇
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
五
の
規
定
に

基
づ
き
、
銀
行
持
株
会
社
が
銀
行
持
株
会

社
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
経
営
の
健
全
性

を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
定
め
る

流
動
性
に
係
る
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め

の
基
準
で
あ
っ
て
、
銀
行
の
経
営
の
健
全

性
の
判
断
の
た
め
に
参
考
と
な
る
べ
き
も

の
（
同
六
二
）

M
L

〇
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
二
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
商
工
組

合
中
央
金
庫
が
そ
の
経
営
の
健
全
性
を
判

断
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
定
め
る
流
動

性
に
係
る
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基

準
（
金
融
庁
・
財
務
・
経
済
産
業
三
）

N
P

〇
農
林
中
央
金
庫
法
第
五
十
六
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
農
林
中
央
金
庫
が
そ
の
経
営
の

健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て

定
め
る
流
動
性
に
係
る
健
全
性
を
判
断
す

る
た
め
の
基
準

（
金
融
庁
・
農
林
水
産
一
六
）

P
J

〇
北
ア
ル
プ
ス
鳥
獣
保
護
区
を
変
更
し
及
び

そ
の
存
続
期
間
を
更
新
し
た
件

（
環
境
一
一
七
）

Q
O

〇
立
山
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
件

（
同
一
一
八
）

〇
北
ア
ル
プ
ス
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た

件
（
同
一
一
九
）

〇
乗
鞍
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
件

（
同
一
二
〇
）

Q
P

〇
中
海
鳥
獣
保
護
区
を
変
更
し
及
び
そ
の
存

続
期
間
を
更
新
し
た
件
（
同
一
二
一
）

〇
中
海
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
件

（
同
一
二
二
）

Q
Q

〇
鳥
島
鳥
獣
保
護
区
を
変
更
し
及
び
そ
の
存

続
期
間
を
更
新
し
た
件
（
同
一
二
三
）
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